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農協だ よ I」 (2) 昭和60年２ＨｌＯＲ

､父遡汝f全

一
月
一
一
十
一
一
一
口
、
農
協
人
会
議
室

に
て
、
交
通
安
全
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。

講
師
に
は
中
標
津
警
察
署
の
遊
佐

交
通
係
長
を
招
き
、
交
通
事
故
の
現

状
や
運
転
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
を
伺
っ
た
。

昨
年
も
北
海
道
は
交
通
事
故
死
金

国
一
と
な
っ
た
が
、
中
標
津
瞥
察
署

管
内
に
お
い
て
も
発
生
件
数
は
減
少

し
て
い
る
が
、
死
者
は
増
加
し
て
い

る
話
し
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
管
内
の
事
故
の
特
徴
は
っ

蜀号E、

ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
．

「
発
生
時
餌
蠅
祐
Ⅱ
午
前
八
時
か
ら

午
後
四
時
の
間
に
多
い
。
（
他
管
内

は
早
朝
、
夜
間
が
多
い
）

二
、
違
反
別
Ⅱ
安
全
運
転
義
務
違
反

が
四
割
と
學
子
回
診
岨

三
、
天
気
別
Ⅱ
快
晴
時
に
発
生
す
る

こ
と
が
多
い
。

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
事
故
を
起
し
た
原
因
に
は

酒
酔
い
・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
・

信
号
無
視
な
ど
が
あ
る
が
、
事
故
を

起
す
原
因
に
は
、
慣
れ
・
油
断
・
横

表事故発生件数と致死率
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発生件数致死率
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９２１３２ 

５８ 

発生件数
７２４ 

致死率
３－７ 

野察署管【人

釧
根
幣
一
中
金

路
室
広
一
津
遺

1４７０．７ 

8４１１３．２１７０３１３．７ 
１４Ｒ’７．７９８１１７．３ 標

３７ Ｈｆｌ 

着
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
事
故
に
な

ら
な
い
ま
で
も
、
こ
の
よ
う
な
原
因

が
も
と
で
、
冷
汗
を
か
い
た
人
は
多

い
は
ず
わ
気
を
引
き
締
め
て
運
転
し

ま
し
ょ
、
Ｚ

つ
ぎ
に
事
故
に
よ
る
致
死
塞
肌
を
見

る
と
、
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
七
管
内
は
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
す

る
割
合
が
最
駒
舌
亨
、
五
十
九
年
の

一繍鮠鱗維趣驚識鋪一
一
…
…
一
人
；
天
鑿
…
軒
二

一
撚
鯛
騨
瞬
鰯
騨
灘
“

》
エ
列
…
ｌ
『
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
…
Ｊ
遣
卿
術
馴
Ｔ
一

一
陛
饗
脈
蘓
…
，
一

一鳶…鮒慰魏蝋騨一
ｴｰｮ、

統
計
で
は
、
五
件
の
発
生
に
よ
り
一

件
は
必
ず
死
者
が
出
る
と
い
う
異
常

な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
職
場
を
代
表
し
て
三
浦
参

事
よ
り
、
交
通
安
全
の
認
識
を
深
め

交
通
事
故
の
撲
滅
を
誓
う
主
旨
の
交

通
安
全
青
一
一
一
一
一
回
を
宣
誓
し
、
二
時
間
に

及
ぶ
講
習
会
を
終
り
ま
し
た
。

騨察署管【ﾉﾘ

5８ 

発生件数 致死率

5９ 

発生件数 致死率
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一
、
配
合
飼
料
価
格
改
定
実
施
時
期

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和

六
十
年
人
月
木
日
出
荷
分
ま
で
と
す

る
。
（
な
お
、
飼
料
原
料
・
外
国
為
替

情
勢
に
著
し
い
変
動
が
あ
っ
た
場
合

は
期
中
改
定
も
あ
り
う
る
）

二
、
改
定
額

川
全
国
全
畜
種
平
均

‐
当
り
一
一
一
、
’
’
○
○
円
値
下
げ

口
畜
敵
別
改
定
額

乳
牛
用
平
均

Ｉ
当
り
二
、
七
○
○
円
値
下
げ

育
成
用
（
芳
牛
幼
午
）
平
均

‐
・
当
り
一
一
一
、
二
五
○
円
値
下
げ

肉
牛
用

少
当
り
一
一
一
、
’
一
○
○
円
値
下
げ

牛
人
工
乳

ミ
ル
フ
ー
ド
人
据
置

三
、
価
格
改
定
の
理
由

価
格
改
安
の
主
な
要
因
は
、
飼
料

穀
物
で
は
米
国
に
お
け
る
現
物
補
償

付
減
反
制
度
（
Ｐ
１
Ｋ
に
よ
る
生
産

調
整
が
撤
廃
さ
れ
、
作
付
面
積
が
増

加
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
生
産
・
収

穫
が
順
調
に
進
捗
し
た
こ
と
を
背
景

と
し
て
シ
カ
ゴ
定
期
相
場
は
｛
至
疋
的

'酋包､合
飼
料
繍
格
改
定
卜
屠

な
推
移
と
な
っ
て
い
る
っ

米
国
産
大
豆
は
、
ほ
ぼ
平
年
並
み

の
生
産
篭
が
確
保
さ
れ
た
｝
｜
と
に
加

え
、
米
国
に
お
け
る
輸
出
不
振
と
国

内
搾
油
需
要
減
に
よ
っ
て
弱
含
み
ぬ

価
格
推
移
と
な
っ
て
い
る
わ
が
国
の

大
豆
粕
加
格
に
つ
い
て
も
、
国
内
需

給
緩
和
の
影
響
で
今
夏
以
降
安
値
推

移
し
て
い
る
。
魚
粉
価
格
に
つ
い
て

は
、
道
東
イ
ワ
シ
漁
の
驚
漁
に
よ
り

弱
含
み
膿
開
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
今
後
の
三
陸
・
銚
子
沖
の
漁
獲
の

動
向
に
よ
っ
て
は
騰
勢
に
職
じ
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。

脱
脂
粉
乳
は
、
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
過

剰
在
庫
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

を
反
映
し
て
強
含
み
の
相
場
で
推
移

し
て
い
る
。

外
国
為
替
相
場
は
米
国
の
金
利
軟

化
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し

て
円
安
ド
ル
高
基
調
が
継
続
し
て
お

り
、
当
面
ド
ル
堅
調
推
移
と
見
込
ま

れ
る
。
更
に
今
後
の
米
国
経
済
政
策

の
動
向
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
先
行
き
予
断
を
許
さ

な
い
情
勢
に
あ
る
。 の
薑
ろ

/毎国
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｜
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０
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０
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６
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０
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Ａ
Ｂ
タ
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雫
ル
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用
Ｊ
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Ｓ
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号
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Ｂ
ク
ロ
回
Ｍ
円
凹
Ｍ
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一
旧
Ｍ
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画
刊
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蠅
函
幽
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魎
幽
雨

日
甜

岬一醗一

イ

４
肥
一
別
而
刈門ロー］ ］鐸

斗空手
エ
ラ
，
’
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一
ｌ
Ｆ
肝
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KQJヨ
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〃
町
〃

一四

鞭

Ｐｌｐ 

l22E 
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且塑旦
3.219 

1,835 

11380 

1375 
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1,368 

1,592 

Ｌ３２２ 

Ｌ３７１ 

科→罹一一一小生
メ
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シ
フ
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〃
育
前
人
一

ク Ｌ３３６ 
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０
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０
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．
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０
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＆
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Ⅱ
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一
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一
罰
刎
錘
一

ｍ
繩
加
一
鋤
加
汕
獅
麺
一
熱
辿
那

1.835 

北
一
Ｐ
産
一
Ｐ
ｌ
ｌ
〆
〈
｜
プ
塾
一
二
）
｜
ス
ヵ
ー
ネ
ー
ー
ー
ヵ
カ
娃
鰐

瓜舌堅
l’ 

L291 

L332 

L21区
1,835 

1,328 
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5.994 
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シ
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日 FｉＱｎｌ 

Fl3O， 

lｑａｄ 不オカーフミルク 6.096 

スー'ｆ

粉 6.ｺlＢ 
カーワミルク

０８０２ 
別 L鰻1

1.302 

＿1,337 

１．，．９ 
瀧

１１１９Ｆ 

冊ｇ

従p

1iIj izi 
20A９ 
'くう

２０ｈロ

袋入 柄
名 20ｈｇ 

バラ
20A, 
袋入 銘柄

20h□ 20Ap 
袋入

ホクグレン
寵雪

印

－１２ 

二６

】８

ス･-ノモ バル学-６８

7０ 

7５ 

イト１２号

１５ 

18選

23号

'〒ワ・・ .エース７２

ルギーーニDＴ

１８Ｔ 

１８Ｐ 

乳ノ'二 1６ 

･1７－ン レーク

幼牛 成）ｌｊＰ

若牛育成川凹

ミノレフーFＢ

冨一フ l1Jl 
ｆ〃 後ｊ、

レフ－－FＡ

成熟1７Ｓ

行スｒフ１３前』訓

β’ 後」期

新 蒔河

印１８

レーーク１８

1６ 

１６s 

ノー‐ ，クス３８

２３ 

１３ 

Ｆ１６ＳＰ 

'7 18Ｐ 

Ｋ詞料

印式ニピノ

ム鱈７号

：.２０７ 

Ｌ２５１ 

1.279 

1.315 

１．３３６ 

ＭＩ９ 

1．１９５ 

Ｌ24］ 

L267 

Ｌ406 

Ｌ309 

上２８２

ﾕ.３１５ 

]､284 

125］ 

Ｌ２４７ 

1.289 

L７８６ 

-1,2図

1.264 

1.29 

2,885 

１．:l］二

1.276 

1.250 

1,295 

1.315 

1.291 

Ｌ332 

二.835

5.994 

1３９６ 

１．４７７ 

1,320 

1.934 

零節日
舵

、甜

ネム百】３ｓ

〃５Ｓ

エ｡止ｊ]

若Ｌ'二ｌ;】

力・‐フスターーター‐

スノー･ピ－フＡ

〃Ｂ

ネオカロ・プミルク

カーフミルク

カーーフミ．‐ル

カーーブスター‐夕｡‐

－力ＬＲ２Ｕ

〃１Ｒ

R〃 当６

jhIT牛同

ハイフレー‐〃忌曽】仲鳫’

〃Ｓ

[．イヤル1２号

R' １４唇÷

〃ユ６

R’ １８号

ハノ ２０県＋

Ｎ万一一フＡ

〃Ｂ

仔４二ミルク

ヨ・‐デルスクート<Ｐ）

〃チ＋ソス(シ｝

」Ｔ ｌ・ッブ１Ｍ１

〃〃（:〕Ｉ

イ。 夕-15（Ｐ｝

1６（Ｍ｝ 

1６ＩＰ１ 

1８ 

２０［Ｍ］ 

2０（Ｐ） 

エーズロＰ１

トクハイ：３［Ｐ）

L293 

lb257 

L289 

Ｌ２１４ 

Ｌ786 

Ｌ２別

L2“ 

:.３３］ 

1.309 

1.559 

L267 

L2５１ 

Ⅲ２４１ ニュー＿

二,279

Ｌ346 

1.2:６ 

Ｌ]７６ 

Ｌ２１９ 

上．282

ｴ.２８］ 

0列

g6E 

219 

835 

380 

375 

.3４４ 

368 

592 

322 

’且ZＬ

1９１６ 

1-099 

甜

明

摘

粉

棚密飼料

リン弓アラヌ

メイフレーク１３

' １６ 

Ｊ 【8

｣７ ２０ 

ＰＦｕ３ 

ＰＦ４ 

1８ 

2０ 

7６ 

７４ 

7３ 

｣{. ｺﾞﾛＡ 

Ｂ号

h､Ⅱ】

産前産後

Ｐ人Ｔ△重’

－‐〆イラ・リクーーニエ

ナ

メイ：-；－ル山

ハイショー‐ゲ：

プレコン八

乳牛ブレーク１６
JＰ １Ｂ 

2０ 

リー１６

IＲ 

2０ 

スーノャー -.フミルク

カー ミ・－jＬ

ネオ力

力.. ミルク

カーーフスタ・ター‐Ｐ

ｲ･ｉＰｒにｊⅡＰ

上にjElHＰ

L228 

L２５１ 

1.279 

L３３３ 

L２２８ 

1.251 

L２７９ 

L３３６ 

1.364 

1.336 

１１Ｒ１ 

【､２５５

Ｌ251 

1-288 

1.246 

2.325 

]_２５１ 

可，qロ

Ｌ826 

5.985 

1.602 

756 

且､9６

6.313 

1.802 

Ｌ337 

_１匹249
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ｉ農協財務｛
各年度１２月３１日現在

I欄貸付金(纏勤受託資金含む） 〔単位:百 万l工lｉ ←
０
，
←
０
０
十
ｍ
Ｘ
Ｖ
Ｕ
Ｄ
手
Ｌ
ｒ
前
」
ｒ
印
し
Ｔ
勺
Ｄ
Ｌ
Ｆ
Ｕ
ｇ
ｕ
Ｄ
学
Ｕ
、
＋
０

Ｚｌ 

ｕ
Ｊ
 

心
、
】
［
山
凸
、
】
小
山
凸
印
し
少
咄
寺
刎
Ｌ
ｒ
ｍ
功
伊
Ｌ
Ｐ
咄
叩
Ｊ
Ｌ
Ｆ
ｈ
ゴ
が
』
テ
ｈ
『
■
Ⅱ

９，。

（〈皿叫
。
（
山

今絹

／年 5７ 柵 師
幹｡……．…｡｡'｡．…｡．…ioc卜｡c潮｡Ｃｌ…｡･同｡……･Ｃｌ･Ｃｌ･函c8二

十
二
月
末
の
農
協
財
務
の
主
な
も

の
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

貸
付
金
は
総
額
で
前
年
比
九
八

も
、
’
億
八
百
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
特
に
近
代
化
資
金
・
農
林
漁
業

資
金
が
減
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ク

ミ
カ
ン
貸
残
は
前
年
比
一
○
四
％
と

な
り
ま
し
た
が
、
｜
月
中
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
精
算
さ
れ
ま
す
。

貯
金
は
前
年
比
一
○
八
％
、
川
億

円
増
加
し
、
今
年
の
ト
ー
月
末
目
標

残
高
五
十
五
億
円
に
向
け
て
順
調
な

伸
び
を
見
せ
て
お
り
ま
記

つ
ぎ
に
農
協
の
借
入
金
は
設
備
借

胤組勘貸越残 68層

657 

6. Ｒ
山

、￣
淨勇、

余瓠 ‐
胡

／雫 荊 5８ 

入
を
含
め
て
前
年
比
九
三
％
と
五
億

七
千
万
円
減
で
、
当
座
借
越
・
近
代

化
資
金
を
中
心
に
全
般
に
減
少
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
は
新
規
取
得
が
少
な
い

た
め
五
千
四
百
万
円
減
少
、
自
己
資

本
は
七
％
増
加
し
て
お
り
、
財
務
内

容
は
安
定
し
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
販
売
の
支
払
高
は
馬
鈴
砦

の
豊
作
・
牛
乳
の
生
産
増
等
に
よ
り

前
年
比
一
○
六
％
、
三
億
七
千
万
円

の
増
、
購
買
事
業
は
ほ
ぼ
前
年
並
の

取
扱
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

劇貯金(組勘含む）

■
■
 14§ 

Rn. 

12. 45。

,１０ 

n斤

余馴

／零 5７ 認 HP 

闇固定資産
iEllqF 

借入金(受託資金含む）；
蕾

Ⅱ
 

⑥
〈
） ７ 

0７ 

０
 

句〃〃０

ニー園

５９７ 

６１…`-----～一撃
５８３ 

4斤

3,917 3,857 

40~受託溢金を除く－－－－－－－～～_～§::8２３５借入金
令額

5. 

金補

／零／準 鍬 硴 額5F 5７ HP 

購買品取扱高(４月-12川

6劇販売取扱高(胴-12Ⅱ)繍鵜全含む

鰯
畑
Ｉ
濁
泌

6.227 

19 60‐ 1195 
ＢＵ－〆

3， ７５Ｊ 

□ 

55。 矢会

,０１内店舗,吊哩_－－－－型－－－－－翌４
50. 

､‐ 

命額命調

／雫／雫 ＲＦＩ ＲＥ 鄙5８ HP 5７ 
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＿二(し営農計画の樹立にあたって‘

昨
年
の
営
農
達
振
り
返
り
、
新
た
こ
め
よ
う
な
裏
付
け
の
薄
い
計
画

な
年
の
計
画
を
樹
立
巾
の
こ
と
と
恩
で
は
、
計
画
の
次
の
Ｈ
か
ら
計
画
例

い
ま
す
。

れ
と
な
り
、
そ
の
営
農
年
度
を
確
実

昨
年
度
は
過
去
に
無
い
好
天
に
忠
に
乗
り
切
る
こ
と
と
は
な
り
ま
せ

ま
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
乳
生
ん
。

産
で
は
思
っ
た
礎
の
伸
び
が
児
ら
札
飼
料
費
一
つ
の
設
定
に
あ
っ
て
も

ず
、
逆
に
購
入
飼
料
費
の
増
加
が
顕
粗
飼
料
の
里
と
質
、
給
与
法
、
あ
る

箸
に
現
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
い
は
頭
数
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
き

こ
の
現
象
は
年
々
強
ま
る
傾
向
に
め
細
か
な
分
析
と
チ
ェ
ノ
ク
を
実
施

あ
り
、
孔
飼
比
を
高
め
所
得
低
下
の
し
た
上
で
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
，
←
」
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
の
作
業

の
現
状
を
打
破
し
高
所
得
経
営
を
目
が
必
要
で
あ
り
ま
す
〉

脂
す
た
め
に
は
、
経
営
技
術
は
勿
論
こ
れ
ら
の
検
討
を
十
分
実
施
し
、

飼
養
技
術
全
般
を
見
直
し
た
中
で
、
惰
性
に
流
き
れ
な
い
計
画
を
樹
立
し

今
後
の
計
画
を
樹
立
す
る
必
要
が
あ
実
行
し
て
い
く
こ
と
か
縫
菅
を
改
善

り
ま
す
，

し
、
所
得
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
と

「
惰
性
の
計
画
か
ら
の
脱
皮
を
．
な
り
ま
し
ょ
う
。

営
農
年
度
の
始
め
に
樹
て
ら
れ
る
一
一
、
長
期
視
点
に
立
っ
た
中
で
の
計

営
農
計
画
は
、
そ
の
年
の
営
農
の
令
画
の
樹
立
と
実
行
を

て
で
あ
り
、
目
標
所
得
を
達
成
す
る
地
区
内
の
酪
農
経
営
に
お
け
る
今

改
善
・
実
行
方
策
を
確
実
に
明
記
し
日
的
課
題
は
、
乳
飼
比
を
低
下
し
所

た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
し
か
し
現
実
得
を
向
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま

に
は
、
そ
れ
ら
を
全
て
明
記
さ
れ
て
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
乳
飼
比
を
ｆ

い
る
も
の
は
少
な
い
４
７
に
恩
わ
れ
昇
き
せ
な
い
で
、
個
体
乳
員
の
哨
加

ま
す
。
改
善
方
策
の
う
ち
の
飼
料
費
を
図
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

－
つ
を
と
り
上
げ
て
も
〃
昨
年
の
実
こ
の
た
め
に
は
、
自
給
机
飼
料
の

紙
が
こ
れ
だ
か
ら
、
今
年
は
こ
れ
位
量
の
確
保
と
貢
の
向
上
が
絶
対
の
条

の
飼
料
賛
を
見
込
め
ば
こ
れ
位
は
搾
件
で
あ
り
、
草
地
の
更
新
・
良
好
な

れ
る
“
だ
ろ
う
と
一
一
一
一
口
っ
た
具
合
で
す
’
植
生
を
維
持
す
る
た
め
②
施
肥
・
趣

縄■

馬
鉛
し
ょ
振
興
対
策
協
議
会
の
定

期
総
会
が
上
る
一
Ⅱ
｜
・
ト
ー
日
、
農

協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

篠
永
会
長
の
挨
拶
、
騰
兇
副
組
合

長
、
北
限
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

松
岡
所
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
上
原
徳

保
氏
を
議
長
に
選
出
し
議
泰
に
入
り

ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
収
支
決
算
報

告
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決
ざ
れ

昭
和
六
十
年
度
の
一
】
重
率
計
画
案
に
つ

い
て
は
、
次
の
通
り
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

「
馬
鈴
し
ょ
栽
培
学
習
会
の
開
催

期
収
穫
の
実
施
な
ど
が
当
面
の
方
策

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
一
一
つ
の
方
策
の

う
ち
、
ど
れ
一
つ
が
欠
け
て
も
所
得

向
上
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
，
草
地
の
一
史
新
な
ど
今
更
と
一
一
一
一
日

た
感
か
あ
り
ま
す
が
、
草
地
更
新
は

草
地
酪
農
の
基
本
で
あ
り
、
当
面
二

○
パ
ー
セ
ン
ト
の
更
新
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

、馬
鈴
し
ょ
振
興
対
策
協
議
会

定
期
総
会
開
催
き
れ
る
〃
」

F客君

「
管
外
研
修
の
実
施

一
、
採
種
ほ
管
理
共
励
会
の
実
施

「
馬
鈴
し
ょ
畑
実
測
の
立
会

「
病
株
判
定
処
〈
励
会
の
実
施

「
そ
の
他

ま
た
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

敬
称
略

会
長
上
原
徳
保
（
俵
僑
高
台
）

副
会
長
安
達
勉
（
東
武
佐
）

〃
武
田
勇
（
豊
岡
）

監
事
大
内
利
市
（
南
武
佐
）

〃
真
鴨
正
義
（
中
標
津
）

職
問
篠
水
静
男
（
北
武
佐
）

こ
の
実
施
に
は
．
多
頓
な
投
資
券

必
要
と
し
、
し
か
も
利
益
の
発
現
が

鈍
い
こ
と
か
ら
現
況
で
は
七
パ
ー
セ

ン
ト
と
低
い
更
新
率
に
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
こ
そ
将
米
展
望
に
立

っ
て
蘂
地
の
更
新
を
実
施
す
る
こ
と

か
必
一
笑
で
｛
１

高
所
得
緑
営
を
目
指
し
、
今
年
か

ら
草
地
更
新
を
霞
地
し
ま
し
ょ
う
。

／ 
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五
十
九
年
度
の
受
託
乳
景
は
表
１

の
通
り
で
頑
年
始
の
舎
飼
期
は
順

調
に
推
移
し
た
が
、
放
牧
期
に
入
り

寒
暖
が
激
し
く
伸
び
悩
ん
だ
。
秋
期

に
入
り
再
び
順
調
に
生
産
が
伸
び
た

が
結
果
的
に
は
一
○
三
・
六
％
で
営

農
計
画
書
の
一
○
四
・
九
％
よ
り
若

干
下
廻
り
ま
し
た
。

乳
代
は
五
十
九
年
度
も
据
置
き
と

な
り
、
（
基
準
取
引
価
格
は
ア
ッ
プ
、

補
給
金
は
ダ
ウ
ン
で
調
整
）
五
十
八

年
度
よ
り
○
・
一
三
円
安
く
、
原
因

は
乳
成
分
の
低
下
と
六
月
か
ら
酪
農

指
導
体
制
整
倣
曇
業
費
の
埴
当
り
一

円
の
拠
出
金
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

乳
成
分
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
前

年
を
下
廻
り
、
卜
月
か
ら
上
向
い
て

い
る
。
こ
の
推
移
は
乳
景
と
共
に
全

道
も
同
じ
傾
向
で
一
％

な
お
、
五
十
九
年
度
受
託
乳
量
ベ

ス
ト
テ
ン
は
表
２
の
通
り
で
、
一
頭

当
り
の
乳
量
は
五
、
六
○
三
蛇
と
予

想
さ
れ
ま
す
。

表２５９年度乳量ベストテン表１５９年度(１月～12月）受託乳量等

了。
jｔＬ 

乳代のう
ち翔紛金に

乳氏嗣}WｉＨｊｉ 握脂同形乳代乳ｉｉｉ 前年比

凶，ｉ 

ｎ.７ｺ 

擁

ヨ彫kｆ 
k２ 

１ 8－４４ 1７２７ lＯＩｌＥ 94.87 4.087.680.［ 竹下ｌ」吉 585.1四

IhL月ロ 1５７， a７Ｅ Ｍ』７3.692,090.0 lｎＨＨ ロ

536,38： 開陽』1ｋｶル
Ｒ_日J1 [６５［ 933［ ３－７ LL039.630.Ｃ Iｎ６１ 

□
」

建歪、

古沢翠 ４１０．８２４ ８５［ 16.80 95-78 ヨー７２1０３－４ 4.393.600.〔､１ 

1ERP 3.65 Ｒ－５Ｆ 9F1．１１ 5.023.650.Ｕ 102.1Ｉ ａ M舟木正ｊ、 390.304 

Ｒ－６Ｋ １６３:４ R-BW ｉＯ１＿「 DＨ－Ｏｌ 5.5別.Ｏ７ｑＣF１ 

佐藤道嘉 372.36Ｅ 

RＲＱ '６．５８ 911-49 3.57 9７．７ 5,631.920．〔

’
７
 

36364： 吾饗紀已夫R-ZWl IＲ８１ ３５Ｅ [03-7 9３１５ 5`678句ullqC召

lJlD4 ３６３ 8.3Ｅ 91.70 5,475.320.〔 105.Ｈ iｔ藤末美 367,9`肥Ｃ 

1４６７ 8-4Ｆ 9２１２ ３－７１ lＭＲ Ⅲ 5.333.］4Ｕ（ 
35GL42E |勝見学

１４．２１ Ｈ７］ S５Ｈ Qﾛ.Pｕ 4.686`320.Ｃ IｍＴｌ Ⅱ 

355.255 ｌｌｌＩ両Ｉ精身

,1２ 8４２ 14-32 92-56 ３－７７ ＩＯＲ、J､527.780.0 

ＲＦｉｌ 1５７２ 349.2188 3.67 園｜光雁Ｉｊ３ｄｌ［ 58.153.610.0 10311 計

､ 
｡」錘邇育餅飼養 の香⑨ ￣口臭とは－

－ノ町福祉課虐垂､

管理改善講習会
行われる.〃

人
に
近
づ
い
て

話
を
し
た
時
、
そ

の
人
の
ロ
か
ら
出

る
「
い
き
」
の
に
お

い
が
強
い
と
相
手

に
よ
っ
て
は
幻
滅

を
感
じ
た
り
し
て

い
や
な
も
の
で
す
。

ｕ
臭
は
色
々
な
病

気
で
生
じ
ま
す
が

最
も
多
い
も
の
は

ロ
の
中
の
汚
れ
と

歯
と
歯
ぐ
き
の
病

気
に
よ
っ
て
生
ず

る
の
で
す
。
歯
の

表
面
に
つ
い
て
い

講
師

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
社

代
表
取
締
役

木
村
勝
紀
氏
他
一
名

開
催
曰
時

二
月
二
十
八
曰
午
前
十
時
半

場
所

農
協
大
会
議
室

主
催
中
標
津
町
農
協

後
援
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会

る
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
や
食
べ
か
す
か

細
繭
に
よ
っ
て
腐
敗
や
発
酵
し
て
悪

臭
が
出
ま
す
“
む
し
歯
を
放
置
し
た

り
、
歯
槽
の
う
ろ
う
に
な
る
と
口
臭

が
強
く
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
雨

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
臭
い
は
、
臭
い

の
強
い
飲
食
物
を
食
へ
た
後
に
お
こ

る
も
の
で
、
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の

て
す
。
ｎ
分
が
発
散
す
る
臭
い
に
対

し
て
は
鼎
が
な
れ
て
臭
い
か
わ
か

ら
な
く
な
る
の
で
自
分
で
は
気
づ
か

ず
、
人
に
注
意
さ
れ
て
は
じ
め
て
気

か
つ
く
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

毎
食
後
に
丁
寧
に
歯
を
み
か
く
こ

と
、
む
し
歯
や
州
ぐ
き
め
病
気
は
早

月
Ｆ
ｍ
Ｔ
二
と
が
大
切
で
す
。

氏溺 乳

竹．'､、蔦吉 58:j」科
kＢ 

開｜聡牧蝿 536,389 

古沢蕊 '110,824 

桜木11：ｊｌｎ 390.304 

佐藤道鍔 372.369 

吾斐紀ﾋﾞｰ】夫 368164： 

ijt藤末美 36719`1６ 

liM；兇学 35GL428 

;:：獄荊身 355,255 

団光昭 34().488 

乳 前年上し ｻﾞし代 Ili肋 j蔦脂同形
\lj代の.｝
ら浦給金

4,087,680.0 ]03.： 94.87 3△7２ 4４ 17.27 

3,692,090.0 1３８．３ 94.4 3.73 １５`7２ 

小039,63ｑＯ 106.2 93.30 3.7： 5４ 16.50 

4.393.600.(） 二03.4 95-78 3.72 5６ ]6.80 

５ 5,023,6500 i0Z陰６ 95J１ ３△6５ 5３ 16.82 

5,5別、70.0 101.0 93.01 ３．５９ 6． １６．３３ 

5､631.920．Ｇ 9７ 93.49 3.57 5９ ｡６．５８ 

5,678勺ｌｌｌｑＯ 103-7 〕3,二５ ａ5５ 4２ 1５．８１ 

51475,320.0 】05.3 9Ｌ7０ ３．６３ 3９ :４０４ 

｡0 5.333,ﾖ400 104.3 ３．７１ 4８ 14.67 

1１ 4.686,320ｐ 105.1 9２２４ j､71 5３ Ｍ'2】

1２ 4,527.780.0 ：05.0 92.56 3.77 4２ 14-32 

二1．
ｎＩ 58,153,610.0 103.s 93△4０ 3.6 8．５１ 15.72 
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器議
ご鎌
可鈩

騨:ム
･叫迭

１，．封そ
ゲバ■

鱒-0.ゼ
ョ品狩

ｊ
曰
■
▲

Ｂ
■
６
 

０
『
・
も

近
年
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

紙
上
を
賑
わ
し
て
お
り
ま
す
か
、
新

し
い
分
野
で
生
命
科
学
と
訳
さ
れ
、

発
酵
・
応
用
微
生
物
・
騨
素
・
組
替

え
遺
伝
子
技
術
な
ど
の
学
問
の
集
積

で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
医
薬
品
・
食

品
・
農
畜
産
分
野
で
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
薊
酪
農
畜
産
部
門
で
の
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
受
精
卵
移
植

が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
関
心
度
の

高
い
分
野
で
あ
り
、
今
後
、
受
精
卵

移
抽
の
普
及
に
際
し
ご
協
力
を
願
７

と
共
に
酪
農
経
営
安
定
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
受
精
卵
移
植
に

つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
み
ま
す
。

●
受
精
卵
移
植
と
は

受
精
卵
移
植
は
通
常
Ｅ
’
Ｔ
の
略

称
で
呼
ば
れ
、
定
義
は
動
物
へ
ド
ナ

ー
）
の
生
殖
器
か
ら
着
床
前
の
受
精

卵
を
取
り
出
し
、
他
の
動
物
（
レ
シ
・

ピ
ェ
ン
ト
）
の
生
殖
器
に
移
し
て
、

着
床
・
妊
娠
・
分
娩
さ
せ
る
技
術
で

あ
る
。

血
統
が
よ
く
体
格
的
に
優
れ
、
一
同

い
能
力
を
も
つ
雌
牛
に
人
為
的
な
処

置
を
施
し
、
多
数
の
受
精
卵
を
つ
く

り
、
そ
の
卯
を
回
収
し
、
他
の
雌
牛

鐸。

の
子
宮
内
に
移
植
し
て
仔
牛
を
堆
産

す
る
。
牛
の
場
合
は
、
｜
年
一
産
一

仔
が
普
通
の
た
め
、
｜
頭
の
雌
牛
か

ら
一
能
に
七
－
八
頭
の
仔
牛
し
か
生

産
で
き
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
・
Ｔ
技

術
を
便
う
こ
と
に
よ
り
一
頭
の
牛
か

ら
一
度
に
約
七
個
の
受
精
卵
が
採
取

で
き
、
し
か
も
、
そ
の
卵
を
別
の
雌

牛
に
移
植
す
る
こ
と
か
ら
、
｜
年
間

四
回
、
合
計
二
十
八
個
の
受
精
卵
か

採
取
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
一
生

に
数
十
頭
－
百
数
十
頭
も
の
優
秀
な

仔
乍
を
生
産
で
き
る
可
能
性
を
充
分

に
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
図
の
と
う

受精卵移植のしくみ

鯉醗１倉
(レセピアシト〕

怪良蕊牛
(ＩＦ一十－１

|顧罰願

’ リ
で
す
卯

こ
の
技
術
は
北
大
・
農
林
省
な
ど

各
地
の
研
究
機
関
で
取
組
み
、
ま
た

民
間
で
は
雪
印
乳
業
中
標
津
・
別
海

両
工
場
、
長
沼
研
究
所
で
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
成
果
は
着
々
と
あ
が

っ
て
お
り
ま
す
。

●
受
精
卵
移
植
の
利
点

イ
、
優
良
雌
牛
か
ら
優
れ
た
遺
伝
形

蘭
を
受
継
い
だ
仔
畜
を
一
時
に
多

数
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
、
家
畜

の
改
良
速
度
の
促
進
か
図
れ
る
．

ｐ
低
能
〃
の
家
畜
か
ら
高
能
力
な

仔
畜
半
産
が
可
能
と
な
る
．

へ
双
仔
生
産
が
人
為
的
に
可
能
と

j過創排馴

Ｉ Ｉ 

iWifに'鍬（燵鬮鬮脈i馴化’
…｜，,w跡

罷朏
アョ

Ｉ Ｖ 

受#jli5HUIIjII 卵砂孤

な
り
、
特
に
肉
用
牛
の
増
産
に
有

効
で
あ
る
。

｜
「
受
精
卵
の
凍
結
技
術
の
開
発
に

伴
な
蝿
広
域
流
通
が
可
能
と
な

り
生
体
の
輸
送
経
劉
の
低
下
に
つ

な
が
る
。
ま
た
外
国
か
ら
凍
結
受

粘
卵
を
輸
入
す
る
こ
と
も
可
能
。

ホ
、
受
精
卵
の
分
割
移
植
に
よ
り
一

卵
性
双
生
児
の
生
産
が
可
能
と
な

り
、
分
割
卵
細
胞
を
基
に
雌
雄
判

定
も
可
能
で
あ
る
。

へ
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
砿
の
保
存

や
遺
伝
子
工
学
の
導
入
に
仲
な
う

濫
礎
技
術
と
し
て
の
応
用
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

v 

自然交磁
また｢ｉｆ

再唆過劉淵樗｝ !i踵ｻﾞ蔑癩拶輝
碑tWEギア

催良仔牛
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、
生
活
講
座
鋤

昭
和
も
六
十
年
と
還
暦
を
む
か
え

ま
し
た
」
こ
れ
を
期
に
経
営
も
き
る

こ
と
な
か
ら
、
生
活
に
つ
い
て
も
見

直
す
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

私
達
は
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
め

ざ
し
て
働
い
て
い
ま
す
ｂ

「
豊
か
な
生
活
」
こ
の
言
葉
の
持
つ

意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
経
済
的
・

環
境
的
な
面
に
加
え
て
、
さ
ら
に
精

神
的
に
心
の
豊
さ
を
も
て
る
生
活
態

度
を
言
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。農
業
は
今
、
生
産
価
格
の
低
迷
や

多
額
の
累
積
負
債
を
抱
え
、
最
も
苫

し
い
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
Ｕ
こ
の

時
―
―
そ
、
主
婦
の
力
を
発
揮
し
家
庭

・
を
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｜
、
健
康
に
感
謝
し
よ
う

健
康
の
あ
り
が
た
き
は
、
病
気
に

な
っ
て
初
め
て
気
付
く
も
の
で
す
。

今
年
は
家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
診
断

を
是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
に
目
を
向
け
て

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

家
族
の
健
康
を
守
る
上
で
主
婦

は
人
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

｛；ｃ 食
崩
の
良
い
習
慣
．
悪
い
習
慣
は

必
ず
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

死
亡
率
の
高
い
脳
卒
巾
・
心
臓
病
・

ガ
ン
な
ど
の
成
人
病
は
、
伝
染
病
の

よ
う
に
外
か
ら
感
染
す
る
の
で
は
な

く
、
悪
い
生
活
習
慣
の
蹟
み
重
ね
に

よ
り
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
成
人
病
に
な
り

や
す
い
牙
を
つ
く
り
ま
す
”

主
婦
は
、
家
族
の
好
み
だ
け
で
な

く
献
立
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、
特
に

冬
の
間
の
野
菜
不
足
に
気
を
つ
け
て

食
事
づ
く
り
を
し
て
下
さ
い
。

二
、
生
活
の
長
期
計
画
を

経
営
に
携
わ
る
の
は
、
お
お
む
ね

一
一
一
○
－
三
ｈ
年
位
で
す
や

子
供
の
成
長
・
自
分
達
の
将
来
設

計
を
た
て
、
実
現
に
む
け
て
家
族
全

員
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

｜
｜
｜
、
経
営
計
画
に
主
婦
も
参
画
を

！ 虐急、

Ｊ
一
今
一

＃ 」

農
業
所
得
は
、
家
族
労
働
仇
汀
の

結
晶
で
す
。

農
作
業
に
従
一
筆
す
る
主
婦
は
単
な

る
労
働
者
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。営
農
計
画
樹
立
に
当
た
り
、
主
婦

の
眼
か
ら
見
た
細
か
い
提
言
を
お
こ

な
い
生
産
の
向
上
、
経
営
費
の
節
減

に
努
め
る
と
共
に
、
自
家
の
負
債
等

も
理
解
し
ま
し
よ
←
孔

家
計
賀
は
経
営
の
延
長
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
鱒

四
、
家
計
管
理
で
ム
ダ
を
省
こ
う

家
計
簿
記
帳
は
軒
か
ら
言
わ
れ
て

い
ま
す
か
、
な
か
な
か
実
行
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
細
密
な
予
算
を
た
て
、
信

念
を
持
っ
て
や
り
と
げ
ま
し
ょ
う
。

年
間
の
家
計
費
も
四
○
○
～
五
○

○
万
円
と
高
額
な
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
生
活
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
す
。
耐
久
消
費
材
の

購
入
は
で
き
る
だ
け
押
え
る
と
と
も

に
、
無
理
，
無
駄
の
な
い
家
庭
管
理

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

主
婦
ば
家
庭
の
「
太
陽
」
で
す
。

家
族
の
た
め
笑
顔
で
頑
張
り
ま
し
よ

『
７
。

第
十
二
回
理
事
会

開
催
月
日
十
二
月
一
一
十
六
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

「
共
済
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
承
認
ざ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

二
、
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

後
継
者
に
経
営
一
安
護
を
行
っ
て

い
る
事
で
原
案
ど
う
り
承
認
さ
れ

決
定
し
ま
し
た
。

三
、
農
業
協
同
組
合
法
第
几
十
四
条

第
三
項
の
規
程
に
基
づ
く
道
の
検

査
の
結
果
、
改
善
を
要
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
回
答
に
つ
い
て

各
々
改
善
事
項
の
回
答
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
原
案
ど
う
り
決

定
し
ま
し
た
。孔臼忌

四
、
畑
作
農
家
緑
肥
対
策
助
成
金
に

つ
い
て

緑
肥
対
策
助
成
金「
四
一
二
千
円

原
案
ど
う
り
承
認
さ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

五
、
借
入
金
の
申
込
み
に
つ
い
て

耕
地
整
備
資
金
七
一
○
千
円

畜
産
振
興
資
金

七
、
二
○
○
Ｔ
円

自
作
農
再
建
整
備
資
金

概
算
四
○
．
○
○
○
千
円

行
補
助
事
坐
垂
元
了
に
伴
う
公
庫

資
金
四
「
八
一
八
○
千
円

道
・
公
社
営
享
業
の
農
林
公
庫

資
金
二
、
七
四
○
千
円

原
案
ど
う
り
承
認
ざ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

六
、
昭
和
六
十
年
度
営
農
計
画
樹
立

に
当
っ
て
の
基
本
方
針
（
案
）
及
び

昭
和
六
十
年
度
営
農
計
画
書
作
成

資
料
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
承
認
さ
れ
決
定
し

ま
し
た
。

七
、
肥
料
特
別
対
策
賀
支
出
に
つ
い

て

系
統
肥
料
特
別
対
策
費
支
出
額

』
ハ
、
三
四
一
一
一
、
八
四
三
円

支
出
期
日
及
び
方
法

くらしに目を向けて北根室地区農業改良普及所
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●
実
行
に
は
シ
ス
テ
ム
（
体
制
）
を
身

に
つ
け
る

お
金
と
の
つ
き
合
い
方
を
読
ん
で

Ｉ 

織轤瀞 リーズ(最終回） 鷺潔,i繍灘 昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一
一
十
六
日

組
勘
又
は
普
通
貯
金
に
振
込
み

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
農
協
学
校
へ
役
員
研
修
申
込
み

シ
泗司皇笘

■ 

【調ZfI

轍
】

お金に り廻されない
誰でもできる報徳実行の勧め

あ
な
た
の
日
常
と
ど
う
違
い
ま
’

た
。
｜
笑
に
ふ
し
て
は
ダ
メ
で
す
。

実
行
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

い
ま
か
ら
一
五
○
年
前
、
二
宮
尊

徳
は
、
困
窮
し
た
農
民
生
活
を
み
て

い
ら
れ
な
い
と
「
報
徳
仕
法
（
法
徳

事
業
）
Ｉ
シ
ス
テ
ム
」
を
考
え
、
実

行
し
、
六
百
余
村
の
農
民
・
藩
主
・

暎
本
の
生
産
、
財
政
を
再
建
復
興
し

た
事
績
が
い
ま
も
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
大
き
な
会
社
・
商
家
に
は

多
く
の
従
業
員
が
働
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
沢
山
の
製
品
・
売
買
・

お
金
の
決
裁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

間
違
い
が
起
ら
な
い
の
は
な
ぜ
て
し

よ
う
。
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
｜
賀
し

た
組
織
・
方
式
・
体
制
が
整
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

農
漁
家
に
経
済
の
差
が
で
き
る
の

は
、
そ
の
家
庭
の
中
に
シ
ス
テ
ム
が

無
い
か
ら
重
凡
そ
の
方
法
が
、
こ

れ
か
ら
申
し
上
げ
る
報
徳
で
す
．
ど

ん
な
時
代
、
ど
ん
な
社
会
に
も
変
ら

に
つ
い
て

一
一
、
年
末
・
年
始
の
業
務
日
程
に
つ

い
て

一
一
一
、
営
農
計
画
中
‐
間
協
議
再
協
議
者

に
つ
い
て

俵可

な
い
、
人
生
の
続
く
限
り
、
も
っ
と

も
確
実
で
、
誰
で
も
実
行
で
き
る
完

全
怠
道
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
身

に
つ
け
ま
し
よ
｝
工

●
報
徳
と
は

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
一
一
一
一
【
葉
で
す
か
ら

「
古
い
、
価
値
が
な
い
‐
｜
と
思
っ
た
ら

大
間
違
い

徳
と
い
う
の
は
、
人
間
の
場
合
は

能
力
と
か
才
能
の
こ
と
で
す
。
報
徳

で
は
人
間
ば
か
り
で
な
く
、
宇
宙
間

す
べ
て
の
も
の
天
地
は
も
と
よ
り
、

犬
に
も
、
ネ
コ
に
も
、
作
物
ば
か
り

で
な
く
雑
草
に
も
徳
が
あ
る
と
い
う

の
で
す
ｃ
私
た
ち
は
、
世
の
中
に
生

を
う
け
、
天
地
の
お
蔭
、
す
べ
て
の

人
び
と
の
お
蔭
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
の

お
蔭
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
一
％

間
違
っ
て
も
憲
法
に
醤
い
て
い
る
人

権
や
生
き
る
権
利
で
、
生
き
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
気
が
つ
け
ば
、
日
頃
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
人
び
と
に
、
ご

恩
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物

を
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
天
地
の
お
蔭
に
感
謝
｛
上
作
り
・

海
を
美
し
く
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
日
頃
の
お
蔭
に
お
返
し
を

す
る
。
こ
れ
が
「
報
い
る
‐
｜
と
い
う
こ

と
で
す
’

お
返
し
、
報
い
る
と
い
っ
て
も
、

言
葉
や
お
金
．
物
に
は
限
度
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
□
分
の

家
業
に
鯖
励
す
れ
ば
、
新
し
い
生
産
』

文
化
か
生
ま
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か

報
い
る
こ
と
で
｛
し

報
徳
を
理
論
的
に
い
え
ば
、

川
道
徳
的
に
は
、
受
け
た
恩
恵
に
感

謝
し
、
恩
徳
を
返
す
こ
と
”

②
経
済
的
に
は
、
物
の
は
た
ら
き
．

値
う
ち
を
人
間
に
役
〃
｜
つ
よ
う
に

実
現
す
る
こ
と
。

③
教
育
的
に
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ

た
個
性
や
才
能
を
鷲
か
仁
仙
ば
す

こ
と
吟

実行のシステム

ンステム今糀神今ｕ磯牛手段

相互扶助奉仕

世組今今今尖行
自助努力報い為

D＝熟

動
分
推

労

唆翰霊議斡）ii鱒力鋼纒リヰ勤倹繊譲の実行

何
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
あ

た
り
ま
え
に
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

芒・
定
価
／
｜
か
月
ｌ
、
８
７
０
円

・
お
摩
し
込
み
は
農
協
へ
Ｉ

崖’’’’’’一’

で 薑薑篁｢ 

鬚讓薑

霧

で

・定価／添月Ｉ’、８７０円》お申し込みは農協へ．．
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質のよいミルfｸをつくるために

こjrLiだけは守りましょう。

ｅっのルール●手と\lj房を清潔にすること
●搾孚し装置を正しく選び正しく使う二と

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

⑱搾孚Lが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチコーブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検査ランク２の場合は当Zl出荷字L且【::1kg当l)５:ｘｌＳ以.この場合は
５０PIのペナルティが課せられます。
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斉藤哲雄
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伊藤秀子

二Ｆ・蕊清一.
当幌 地区 長渕百義 村．ヲ:冒直行

飯島光五郎 子；崎多Ｐｕ |j：崎陣
飯ＬＡ浩市

蝿：Ｆ１隣作

林仁一・郎

高藤ネト；蔵

『芳燕ＥＦＩｌイ量ニキ
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奥「円建聯 連ｉｎ弘 今ヲ'二晴情
91；【１K逆． 永谷雄幸 【１１田昭男
阿部催」鱗 長繩弘 房」［喜延
鈴木祥幹 麻郷地忠勝 jl：」ニ亮夫
西垣丈夫 小針晴億 笠井剛
小原 花ノ:｜秀一. 赤堀岩男
吉ＩＩｊ政ｆ字 .,:ｒ沢翠’ 鈴木敏夫
竹村満犬 花｝I：穂 開陽牧暘
高橋常次 今券輝男 懐羅ｌ１ｈ灰

筒ヲｉｚ富里 岡部実 名越暖，Ｉ
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遠’Ｈ要：-9： 佐藤拡 水木みどり

佐藤永雄 ＩＳＩ本正八
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壊原良夫 横用好一
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●ミルクの適切な冷却と貯蔵

中
旬

下
旬氏 稗

回

男
夫
要
平
男
一
笑
一
雄
七
千
一
一
一
行
隆
夫
志
清

郎
功
郎
有
雄
一
男
一
弘
情
夫
雄
健
郎
明
翼
市
夫

『》澤口四一．子野林藤
史
次
安
一
国
一
隆

高『高中半国一国一斉斉一伊千村山癖斉一今
開一一名乾乾

口井山一
大一大福一利一一一

ｌ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
１
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
０
０
ｌ
地
一
Ｏ
ｌ
０
０
０
０
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
Ｌ
０
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
１
０
ｌ
０
０
０
０
ｌ
１
ｌ
０
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０

⑲搾乳が終るたびに洗浄 「

１ 

●ライナーとミルクチユーブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検

※検査ランク２の場合は当ロ出荷礼量Ｉ二1kg当ｂ５円、３以上の場合は
－５０円のペナルテイが課せられます。

『

０ 

２ 
ノ

１ 

鞭中旬は悪天候によりサンプル採集不能のために中止「
Ｉ 

Ｉ 
、

氏脅｜馴閻ｌｌｉ

上
旬

ヰ
食 ヒ

ロ

中
丘 卜

旬

RＥ 壇 氏 溪 Ｉ 

￣ 

士｜

尹

岸。
当幌地区 長渕貞義

曰崎多、

０
０
０
１
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
０
Ｔ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
０
１
ｌ
０
ｌ
ｌ
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
’
０
０
地
－
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
０
ｌ
０
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ
０
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
１
１
０
ｌ
０
０
ｌ
０
０
０
ｌ
０
ｌ
０
０
０
０
１
ｌ
ｌ
Ｔ
０
０
－
０
０
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
－
０
ｌ
０
０
」
Ｏ
ｌ
ｌ
０
０
０
０
０
ｌ
ｌ
０
０
ｌ
０
０

飯島光五郎
飯島ｉｉＭ市
一一■￣￣

奥田勝｛§l：

［ 

再「｜「＋’一十丁｜，｜…｜：｜：’’’’’一一｜特’三一十一’’’十三

［ 

彗
錘一鱸｜鏑一群

癖一癖｜糯
部一藤

一牡
詳
一井

林一“埋一雌
ｒ｜力

月
一
築

識一》悩一側一誠一剛
“｜峠｜純一榴

部
藤
藤

館
野
妻

橋
本

岡
小

佐
佐
望

阿一佐
一
土

桟
塞苣

｜
桜
一
同

仁
一
袷

郎
藏
弘
一
幸
弘
勝
信
一
翠
稔
一
男
一
実
行
一
一
一
選
夫
一
楕
章

鑿|i二!i二鬘卜！ 水谷雄幸

長縄弘阿部像ｌ隣Ｃ

鈴木祥幹

西垣丈夫

小原治

０ 

忠
一
哨
一
秀

Ｚ 
笠井剛
赤堀岩里

１０ 
［ 

０ 

滞
驍
Ｆ
窪
肇

行
一
夫
次
男
秋
祐
一
稔
男
正
一
蕊
良
一
三
一
一
情
夫
一
子
守
一
成
一
弓

１ 

竹村満夫
高橋常次

'０ 

Ｕ 今井一測男
岡部実

図
［ 

Ｃ 

善
健
久
一
道

０ 

Ｉ 

０ 
大山富雄
山下孝二

0 

Ｉ 
Ⅱ 

０ 
］ 

佐
佐
一
佐

藤
一
藤
藤

末
一
永

美
一
拡
雄

、
【】暦

■
▼

猛電、
、

０ 

東
一
男
》
博
詞

［ 

幸
政

１０ 

ＬＬ弓
津Ｏ地

。．
０１ 

胤佐藤きえ子
佐々木昭雄

０ 

１ 
遠藤弘
二属＝蒔二菫

高橋敏夫

熊倉彦書■ 中
欣
一
恭
一
崎

標
一
一
民
一
久 》

守一華
義一二

六一男
一トー紀

寿一勝一栄・
正一一一一

０ 

綏
一
綏
害

坂
坂
川

１ 

図

１ 

】

Ｉ 

０ 酎一鶴一蕾

繁 雄

藤信義
一一

森章司
［ 

［ 
下 Ｌ 幸

氏裟 上旬 １１ノー兇行蛆
鈴木催

高橋一男
高ｈｌＬ幸夫

【!’本夢

半沢利氾

匡ｉ見一一男

国見、－－塁
斉藤哲雄

氏名 上旬 牢旬 種ｌⅦＵ〃句５
氏名

I■ 

旬 中旬 旬

斉藤栄と

、］藤秀子一
手葉清．‐

当ＩＤ馬ＬｌＨ１灰 長渕貞義 村プ:１．．１百
飯島光五郎 曰崎多Ｉｉ:１ 11」崎峰
飯島？,!ｆ古 `柿に窄郎 後藤:t’億夫
奥ロ１勝催

奥１１１雑雄
高藤祐蔵
fZlI伜１［Ⅳ

斉須清志

ﾌﾞ<：婿渚
【+：ＩＩ１進一

阿部俊朧
永谷雄幸

長縄弘
!｣」田ｌＨｑ里

房１１１毒征
鈴木祥幹 麻郷地忠勝 〕ｌｚ、二已壽夫
曲垣丈夫 ﾉﾊ針哨信 笠井剛
ノ』、原治

害【~】ｉ１ｉ行
イピノ'１秀一

古沢翠
赤堀岩男

鈴木敏夫
ｈ｣＿Ｔ､Ｊ１向六 ｒＨノiｌ稔 開陽牧場

今ラｉｓ繩男 俵添 也一 区
筒ブ＊富男 岡部字 名越成優
筒井良秋 波辺善行 乾雅晴
宝プ:ニエ祐 松隈健一二 乾洋
瑛田稔

:&：出一一男
.!『瀬

藤本久夫
伊東武

大I:Ｉ富雄
磯田吉正 小ノIｉ情 11」Ｔ弓￣竃．￣
ﾅｉｊｕｌｌ且愛 佐藤道嘉 北!'：栄治
卿ｊｕｌ良

遠［}１蕗五
佐藤末美

任藤Ｈｊｉ
水木ＨＥェ

水本みどの
1正Ｉ膿フＫｉｌｉｌ； １１１本ｊＹＺ八

艮止路情

大野富夫
佐藤束

望ノ」幸里
榎Ｈ；英雄

穴吹貞明
古成ハナ子

福村ﾋﾞエ

麺滕払成

商築政ｈｌｊ

武田詞

'百ｊ橋敏夫

,佐藤きえ二子

佐々木昭雄

野：ｌ史郎

中標

談攻欣一一

羅坂恭民

地区

態倉彦吉

小枡（茂犬

ｌｌｕｊ部」上六

庇藤ニーニ里

太田功

１町次郎

金子安脊

高野囿雄
開膓

-1-才*１．１脾里

同ｌi官令塞

ｌｌｌｉＨ卸奥

浅野トミ･茅

妻紀己夫

桜ヲＦ寿夫

高橋」隣識

｢t’本栄．二

lｈ灰 １－１．刺ゼ舅

Ｔ：藤１膳ヨハ

赤波江情

沢１１俊夫

桜井義雄

西Ｉｌｌｌｌ型

（西･･郎
大西英明

揺島昭憲

ﾄｰﾉ:|原政ｉｌ:｢
丸田良夫 二輪貞宍

辰ふし＝,座元冠,ご￣￣
こjrLだけは守りましょう。

,’￣了ﾐつめj『ﾌﾟールの手と里1房券；吉i醤Pにす？§ニシ

’１月乳



農協だ よ 』 [141 
昭和60年２月ｌＯＥ

こ
の
絵
め
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

几
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
影
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

響
い
て
下
き
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
東
七
条
南
二
丁 ＩＣ’ 

Ⅱ
中
標
津
川
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
、
Ⅱ
二
月
二
十
日
ま
で

☆
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
丈
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
き
い
。

★
発
表
は
四
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

す
。

〔
十
二
月
号
の
当
選
者
〕

十
二
月
号
の
正
解
は
「
五
２
（
下

の
図
の
○
印
〕
で
し
た
。
応
募
若
数

（０｜ 

（山‐』
（０｜ 

（山‐』

.' 

壁
詮-こ＝詮-こ＝

ゾノゾノゾノ
再三､

九
名
で
正
解
省
は
二
名
で
し
た
。

正
解
者
は
次
の
方
々
で
す
。

、
高
嶺
小
林
稔
く
ん

爾
腫
橘
伏
見
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん

●
所
得
税
の
確
定
申
告
は
正
し
く
お

早
め
に

五
十
九
年
分
の
所
得
税
の
硴
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
受
付
か
始

ま
り
ま
す
。
・
甲
告
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
つ

い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
確
定
Ⅲ
告
は
で
き
る
定

知孤瀧抄'
<12月号の間違い個所＞

の知瞬
く根室税務署〉

け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
き
地

〔
正
し
い
確
定
由
缶
恥
〕

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
ぞ
一

年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
を
正
し
く

計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い

う
申
告
納
税
制
度
を
も
っ
て
い
ま

す
。昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と
納

税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
白
色
申
告
者
も
収
支
内
訳
書
の
添

付
を
〕

五
十
九
年
度
の
所
得
税
法
改
正
に

よ
り
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
．

鍾切■、

山
林
所
得
を
上
ず
べ
き
業
務
を
行
っ

て
い
る
場
合
｛
青
色
叩
告
書
を
提
出

す
る
場
合
を
除
く
｝
は
、
五
卜
几
年

分
の
硴
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要

経
灘
の
内
訳
を
記
戦
し
た
収
支
内
訳

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
」

と
に
な
り
ま
し
た
。

税のシンボルマーク


